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ひとつのつぼみはいちどしかひらかない 文責：校長 佐々木

他人事ではない「今 起こっていること」

2月14日の全校朝会での講話を少し変えて掲載します。
トルコとシリアに大地震が発生して10日が経ちました。ニュースでは連日のように現地の様子が

伝えられ、その惨事に心が痛む毎日です。大きな建物が次々と倒壊していく様は、まるで海岸に作
られた砂のお城のようで、信じられない光景です。
日本とトルコのつながりを象徴する出来事に、1890年に起こった「エルトゥールル号遭難事件」

があります。1890年（明治23年）、和歌山県沖で遭難したトルコの軍艦「エルトゥールル号」の乗
組員を救出したり、亡くなった人を手厚く葬ったりしたのは、沿岸に住む住民たちでした。自分たち
も決して裕福な生活でなかったにも関わらず、沿岸の住民たちは、助かった船員に、当時は貴重だ
った卵を食事に出して栄養を付けたり、毛布を提供して体力が落ちないよう気を配ったりしたこと
は、日本では道徳の教材として何度も取り上げられてきました。
一方トルコでは、当時の日本人の懸命な姿が代々語り伝えられ、現代でも「あの時の恩返し」と

言わんばかりに様々な場面で日本を助けてくれました。東日本大震災でも、かなり早い段階で被災
地に入り、救助や復旧活動に尽力してくれたのがトルコでした。
寒い時期の被災のつらさは、寒い地域に住む私たちがよくわかっています。同じように被害のあっ

たシリアは、外交的に関わることが難しいため、支援が届きにくいとニュースで知りました。私たちが
実際に現地で救助活動に加わることはできませんが、できることは何かないものでしょうか。
全校朝会の後、生徒たちはそれぞれの学級で話し合っていました。御家庭でも、何ができるか話

し合っていただければ幸いです。

想像して 自制して 振り返って
スマートフォンやゲーム機は、本当に便利で楽しくて一度ハマるとなかなか手放せません。そして、

その使い方については、問題視する報道などもよく目にします。最近あった、回転すしチェーン店で
の「ありえないいたずら動画」もその一つですね。
生徒の皆さんが自分用のスマートフォンやタブレットなどをおうちの人に買ってもらうとき、おそら

く何か約束事はしていると思います。あるいは、「使う時間を守るからスマホ買ってほしい。」「ちゃん
と勉強するからスマホ買ってほしい。」など、「自分が必ず守ること」を条件に買ってもらったのでは
ないでしょうか。
「安心して失敗できる学校」ではありますが、スマートフォンなどにまつわる失敗は、中学生であ

れば「未然に防げる失敗」「本当はしなくてもよい失敗」だと思います。
スマホやタブレット、ゲーム機などが「世界とつながっている」ということを想像し、手に入れたか

らには買ってもらった時のことを思い出して自制し、使い方を失敗したときはどうすればよかったか
を振り返ることができる中学生であるよう学校では折に触れて指導して参りますので、御家庭でも
お子さんのスマホ等の使い方について、今一度振り返っていただければと思います。



２月の後半の行事予定
１６日（木）私立高校合格発表

2月は、6日（月）と７日（火）の2日間にわた １７日（金）えんぶりの日（休日）
って未来への懸け橋講座が行われました、 テスト週間（～２３日）

※テスト週間ではありますが、総合的な学習
6日（月） の時間に取り組んでいますので、ちょこっと

でも見に行ってみませんか？
八戸ブックセンター主任企画運営専門員 １８日（日）数学検定
森佳正さん 19日（日）英検2次

2２日（水）職員会議
23日（木）天皇誕生日
24日（金）1，2年生5次考査
2７日（月）清掃強調週間（～３/７）
28日（火）生徒朝会

3月前半の主な行事予定
1日（水）1年生参観日 希望式

全国でも珍しい自治体が運営する書店「八 2日（木）2年生参観日 立志式
戸ブックセンター」で、選書や様々な企画に携わ 3日（金）防災教室
っていらっしゃる森さん。普段はなかなか目にす 6日（月）全校朝会
ることのできない本をたくさん紹介してください 7日（火）県立高校入試
ました。生徒の感想にあった「自分の知らない世 2年生立志講演
界の本を知ることができてよかった。」という言 （保護司 笹森昭二or中舘弘一氏）
葉は、この講座の真意をついていると思います。 10日（金）八戸市防災教育の日

１１日（土）卒業証書授与式（振休は3/13）
7日（火）

八戸市小中野郵便局
局長 山﨑芳義 さん

今年度最後の講座は、学区の小中野郵便局から山﨑局長さん
が来てくださいました。郵便の歴史、郵便局の規模、「〒」マーク
の由来など、身近すぎて知らなかったことをたくさん学ぶことがで
きました。「伝えたい気持ちはしっかり形に残して相手に伝えた
い。」という生徒の感想から、郵便に携わることの意味を知ることができました。

～～～～～～～～～～～～今年度の未来への懸け橋講座で講師を務めてくださった方の職業は、
「Webデザイナー」「看護師」「学芸員」「書店員」「郵便局員」。皆さんに共通するのは、「自分の
仕事への誇りをもっている」ということです。初めから現在の職業にあこがれをもってたどり着いた
方もいれば、関わってその仕事の楽しさに気付いた方もいらっしゃいます。立志式で、希望式で、そ
して卒業式で、自分の未来に何らかの思いをもって臨んでくれることを期待しています。
講師を務めてくださった皆様、本校のために時間を作ってくださり、ありがとうございました。

生き方 仕事 あれこれ
「未来への懸け橋講座」から


